
市 政 ニ ュ ー ス

【問合わせ】 学校教育課　84-0688

第10回
あいさつ川柳コンクール

入賞者

　半田商工会議所と半田市教育委員会が、あいさつ
運動の一環として実施しました「第１０回あいさつ川
柳コンクール」の入賞者が次のとおり決定しました。
応募者数は、小学生以下の部１，８５２名、中学生・高校
生・一般の部1,970名でした（敬称略）。

【問合わせ】 企画課　８４-０６０３

ＱＲコードとは？
　ＱＲコードとは、カメラ付き携帯電話などで読み取る事ができるバーコードです。これを携
帯やスマートフォンで読み取ることで、ホームページなどにすぐにアクセスできます。

ＱＲコードの読み取り方
　カメラ付き携帯電話のバーコードリーダーを起動してください。バーコードリー
ダーの起動方法は機種によって異なりますので、各社の取り扱い説明書、ＷＥＢサ
イト等をご参照ください。バーコードリーダー起動後、ＱＲコードを読み取るとＵＲＬ
が表示されます。クリックすることでホームページにアクセスできます。

読み取り方の
コツ

　うまく読み取れない方は、撮影モードが「接写モード」になっているか確認して
ください。一般的には「花」のマークが接写モードです。ＱＲコードを画面いっぱい
に表示させて読み取ってください。

❖最優秀賞（半田商工会議所 会頭賞）
　「フルパワー ぼくのあいさつ 世界一」
　　　　　　・・・・・・・・西島　虎志（花園小学校3年）
❖最優秀賞（半田市長賞）
　「ごめんねと なぜ言えないの ぼくの口」
　　　　　　・・・・・・・・蜷川　水彩（成岩小学校4年）
❖最優秀賞（半田市教育委員会賞）
　「こんにちは あいさつしてる 笑顔見て」
　　　　　　・・・・・・・・大田　　真（亀崎小学校6年）
❖優秀賞
　「あいさつを はじめにしたの だれだろう」
　　　　　　・・・・・・・・石川　優歌（岩滑小学校1年）
　「おかえりと パパに言うため まっている」
　　　　　　・・・・・・・・米山　奈那（成岩小学校4年）
　「こまってた きづいてくれて ありがとう」
　　　　　　・・・・・・・・村田ゆきな（横川小学校3年）
　「心がね ホカホカするよ ありがとう」
　　　　　　・・・・・・・・日下　穂香（有脇小学校3年）
　「すなおにね ごめんなさいが いえました」
　　　　　　・・・・・・・・北川　左門（亀崎小学校1年）

❖最優秀賞（半田商工会議所 会頭賞）
　「グランドに 笑顔と涙 ありがとう」
　　　　　　・・・・・・・・成瀬　幸晴（成岩中学校3年）
❖最優秀賞（半田市長賞）
　「おはようで 心の氷 溶けていく」
　　　　　　・・・・・・・・石川　晴麻（亀崎中学校2年）
❖最優秀賞（半田市教育委員会賞）
　「雨の日も 心が晴れる ありがとう」
　　　　　　・・・・・・・・石川　桃花（乙川中学校1年）
❖優秀賞
　「あいさつは 五秒でできる ボランティア」
　　　　　　・・・・・・・・中村　柊介（亀崎中学校1年）
　「しまったな 先にあいさつ されちゃった」
　　・・・・・・・・佐藤　三郎（一般・群馬県安中市在住）
　「あいさつで どんどんふえる 顔見知り」
　　・・・・・・・・角森みゆき（一般・島根県安来市在住）
　「いつまでも 叱ってくれて ありがとう」
　　　　　　・・・・・・・・岡田　　洸（半田中学校2年）
　「かざぐるま パパのうえから こんにちは」
　　　　　　・・・・・・・・島岡　歩夢（半田中学校2年）
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市 政 ニ ュ ー ス

人生最期までこのまちで暮らす ～地域包括ケアシステムを知る～シリーズ

第53回

【問合わせ】 高齢介護課　84-0644

認知症の人を支える近所の心遣い
　65歳以上の4人に1人が認知症またはその予備軍と言われています。あなたの家族、近所の人、あ
なた自身も認知症になるかもしれず、認知症の人が身近にいることが普通になってきます。
　ある日、こんな体験をした人がいます。

ある朝、隣の一人暮らしのおばあさんがゴミ袋を持ってステーションに歩いていくの
を見かけました。「おばさん、今日はゴミの日じゃないよ」と声をかけると、「あら、今日
は火曜日じゃないの？」と尋ねられました。その時は間違えたのかなと思いましたが、
その後も何度か収集日ではない日にゴミ出しをする姿を見かけました。近所でも話
題となり、隣組で相談した結果、自分がゴミを出すついでに、順番でおばあさんに声
をかけることになりました。

　おばあさんには、曜日を忘れてしまうなど認知機能の低下が見られます。曜日を忘れてしまうため、
収集日にゴミを出すことが難しくなりましたが、自分でゴミを出すことは出来ます。
　このままでは、おばあさんはルールを守らない困った人、と近所の人に思われてしまったかもしれ
ません。けれど、近所の人の心遣いと声かけのおかげで、収集日にゴミを出すことが出来ました。お
ばあさんは、まだこのまちで暮らすことが出来そうです。こんな素敵な心遣いのできる人が増えたら、
誰にとっても安心して暮らせるまちになりますね。
　あなたは、自分がもし認知症になったら、どんな暮らしをしたいと思いますか。「できることは自分

でしたい」「周りに迷惑をかけたくない」「今までどおりの暮らしをしたい」。人によ
って様々な思いがあると思います。「認知症とともに、自分らしくこのまちで暮ら
したい」。そんな思いを叶えられるまちを、一緒につくっていく力を必要としてい
ます。まずは認知症の人の思いや暮らしについて、知ることから始めてみません
か。

日　時　２月２３日（日）　１３時３０分～１５時３０分（13時開場）
会　場　雁宿ホール　講堂
内　容　半田市認知症施策の紹介と認知症介護に関する講話
申込み　電話、ＦＡＸ、Ｅメールにて高齢介護課まで
講　師　㈱大起エンゼルヘルプ　取締役 和田 行男 氏

認知症理解促進
認知症とともに 自分らしく暮らせるまちに

わ　だ　　ゆきお

介護事業の枠組みにとらわれることなく、「人として生きることを支援するとはどういうことか」
を一貫して追いかけている認知症介護のスペシャリスト。NHK Ｅテレ「らくらくワンポイント介
護」、みんなの介護「木曜和田劇場」に出演中。「大逆転の痴呆ケア」などの書籍の執筆や、自身
が企画したプロジェクト「注文をまちがえる料理店」など、認知症の理解を深める活動を精力的
に行っている。

プロフィール

講 演 会

11 はんだ市報　2020.1.1


